
f
j参
加
し
た
い
気
持
は
あ
る
が
時
間
聞
が
な
い

!
iポ
一
フ
ソ
テ
ィ
プ
活
動
に
つ
い
て
、
こ
う
し
た
結
果
が
今
年
七
月
初
旬
に
総

務
部
行
政
調
酬
が
す
、
す
め
た
住
民
実
態
調
査
で
濁
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
今
閉
山
は
、
ポ
ラ
ソ
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加
状
況
や
、
年

五
回
発
行
し
て
い
る
「
ひ
ら
つ
か
議
会
ど
よ
り
」
た
取
ワ
土
、
げ
た
も
の
で
、
二
十
歳
以
上
の
男
女
七
千
三
百
五
十
人
会
対
象
に

メ

i
ル
方
式
で
行
唱
た
も
の
で
す
。
と
の
う
ち
、
四
千
七
百
間
十
一
人
の
方
か
ら
留
か
甘
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、
参
加
の
心
と
市
部
数
ざ
話
し
合
わ
れ
た
こ
と
は
、
で
は
、
六
主
以
上
の
人
が
も
っ
と
ち

ど
つ
い
う
内
容
の
も
の
か
、
ど
吾
生
活
高
〈
、
年
代
が
者
〈
な
る
に
つ
れ
て
、

し
で
は
非
常
に
世
間
い
数
字
を
一
訴
し
ま
し
た
し
、
議
会
だ
よ

P
も
広
く
読
ま
仇
て
い
る
こ
と
が
分
か
わ
ノ
ま
し
た
。
今
後
ど

5

に
か
か
わ
り
あ
い
芋
も
っ
て
く
る
の
か
順
次
下
謀
議
富
市
し
て
い
ま
す
。

じ
た
点
に
カ
を
入
れ
て
い

9

た
ら
よ
い
の
か
、
今
毘
の
謁
交
結
果
を
も
と
に
、
採
っ
℃
み
た
い
と
患
い
ま
す
e

去
っ
L
た
市
議
会
U
5む
害
竺
ひ
ら
で
す
が
、
全
部
私
選
己
て
さ
よ
ハ
州
市

っ
か
重
だ
よ
り
」
と
し
て
、
年
五
聞
の
人
が
「
く
わ
レ
く
読
む
一
と
い
う
…
数

ρあ
な
た
が
、
今
ナ
交
協
力
で
き
る
へ
白
書
加
が
考
え
ら
れ
る
と
じ
て
、
母
例
え
ば
、
混
在
自
治
会
へ
の
加
入
世
帯
活
動
の
一
部
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
約
書
れ
る
が
り
加
入
は
立
1
2

か
し
い
新
聞
四
折
り
込
み
で
、
む
家
庭
に
お
届
け
宇
は
、
市
民
の
議
会
に
一
年
バ
せ
る
関
、
む
の

を
、
そ
れ
は
ポ
一
フ
ン
一
ア
ィ
ア
(
奉
仕
)
俸
と
じ
て
白
罰
今
サ
ー
ク
ル
へ
の
害
被
は
、
全
市
推
計
宵
帯
数
の
八
七
軒
で
が
育
っ
て
い
〈
可
能
性
却
が
あ
り
ま
す
。
と
思
い
ま
す
。
自
由
な
立
場
で
な
易
し
て
い
ま
す
。
言
説
会
だ
よ
り
へ
の
高
さ
柔
す
も
の
子
。

活
動
で
す
ρ
と
シ
、
控
訴
を
、
労
力
加
状
況
か
ら
一
質
問
し
て
い
ま
す
。
す
が
、
今
思
白
調
逢
か
ら
ほ
、
五
悶
軒
調
室
に
記
入
さ
れ
た
松
康
地
日
目
白
能
て
ず
」
と
い
っ
て
い
ま
す
。
調
査
結
実
替
は
雪
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
ね
一
方
、
毒
草
じ
て
手
一
軒
の

を
、
指
導
力
を
求
め
る
通
規
が
こ
Y
1
4
凱

1
4作
も
す
作

4
1
4
1
4

の
婁
-
加
と
い
う
結
田
清

Jvcァ。
ζ

れ
ら
名

N
さ
ん
つ
一
十
代
交
手
〉
は
、
「
私
は
果
て
も
、
ζ

の
お
二
人
の
三
葉
雲
市
存
に
つ
い
ず
ふ
も
、
幾
っ
か
白
質
問
を
し
ま
人
が
「
読
ま
な
い
」
と
府
甘
え
て
い
ま
す

年
と
み
に
高
ま
っ
互
い
り
ま
し
た
。
一
資
つ
饗
額
一
盟
な
ど
へ
白
書
状
況
は
、
県
民
生
茶
道
の
サ
ー
ク
ル
に
入
っ
て
い
ま
す
。
け
奇
数
字
が
示
事
れ
て
い
要
。
し
た
。
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
は
「
照
会
な

し
か
し
な
が
良
一
方
這
主
主
一

i
…
罪
行
つ
妻
下
半
域
白
星
雲
と
仲
間
帽
子
一
一
一
室
人
字
会
訪
れ

1
t
i
l
t
j
h

妻
、
「
む
存
じ
で
す
か
」
露
関
い
」
六
一
二
ハ
軒
、
「
事
か
し
と

し
い
隣
近
所
と
白
付
書
い
か
主
れ
一
時
宙
開
い
平
塚
一
比
べ
丈
同
程
ん
ま
雪
い
は
高
い
ご
~ζ

と
が
あ
り
主

34-Z一
ア
ィ
プ
一
審
伎
活
動
却
に
は
、
九
一
一
一
入
智
史
が
「
知
っ
て
九
ム
モ
モ
量
一
…
八
・
七
軒
と
な

た
い
お
気
持
が
は
た
を
い
わ
け

F
i
j
i
L
と
な
っ
て
い
季
ロ
と
く
日
「
撃
の
乙
と
は
知
っ
て
い
ま
、
勤
め
の

A

H

い
き
と
替
え
て
い

f、
言
っ
て
い
ま
す
。
編
集
や
言
内
容
に

で
も
あ
D
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
こ
と
C
質
問
語
、
き
雪
震
に
ス
ポ

Y
サ
ー
ク
ル
」
の
一
一
議
長
室
も
あ
っ
て
、
主
主
君
喜
一
へ
の
関
心
一
と
お
り
読
む
」
と
し
た
人
が
』
一
一
一
・
つ
い
て
は
、
「
含
ま
ま
で
よ
い
」
と

の
奉
仕
活
動
事
燕
溜
の
な
い
方
法
立
す
加
入
し
て
い
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
議
菅
学
滋
サ
タ
ル
」
由
一
二
軒
は
高
ま
せ
ん
ο

会
社
内
甘
ほ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

p
i
J
4
1
S
4
6
3伊
八
一
が
と
高
一
棋
を
去
し
、
今
授
の
発
汗
に
し
た
も
の
が
、
六
八

e
O討
で
二
応

す
め
る
必
要
が
あ
り
手
亡
ょ
う
し
柔
軟
予
加
意
献
に
も
と
づ
い
た
参
加
の
程
度
い
数
億
と
い
え
、
一
一
品
代
で
は
単
数
以
の
話
は
で
て
い
ま
せ
ん
」
。
ま
た
、
藤
ま
ず
、
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
詰
動
」
と
も
議
欲
的
に
取
b
組
あ
る
数
字
主
示
し
安
定
し
た
数
字
と
い
え
ま
す
。

性
も
ま
め
ら
れ
る
と
ζ
る
で
し
ょ
う
。
を
つ
か
む
と
し
て
い
ま
す
。
し
た
が
ワ
上
の
人
が
何
ら
一
か
白
サ
ー
ク
ル
活
動
を
沢
に
お
勤
め
の
T
き
ん
(
一
一
十
代
世
帯
い
た
つ
き
棄
の
受
け
止
め
方
の
質
出
に
は
ま
し
た
。
ま
士
、
男
女
共
に
一
ニ
十
代
田
己
心
議
会
だ
よ
り
は
、
茶
白
問
て
議

い
ず
れ
に
し
手
レ
で
よ
句
、
部
品
や
す
1

て
、
自
治
告
な
主
あ
地
域
間
悼
ほ

ξ

行
っ
て
い
ま
す
@
と
う
し
た
情
説
へ
鈴
主
)
は
、
「
近
く
に
そ
h
p
uた
会
や
グ
「
校
長
福
泣
い
以
外
も
守
フ
奉
仕
活
動
」
人
が
一
番
嵩
い
歌
手
歩
見
せ
て
い
ま
す
会
の
う
と
き
を
し
知
る
主
取
D
H平
い
方
法
一

実
際
の
加
入
車
と
白
差
が
出
て
い
ま
土
き
か
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
サ
ー
ク
ル
ル
l
f
が
あ
っ
た
と
し
て
当
時
閣
が
と
し
す
犬
が
京
大
八
割
、
芸
人
や
が
、
「
〈
か
し
ξ
読
む
」
と
い
っ
た
点
で
す
穆
む
一
訴
を
お
す
す
め
し
ょ
子
。

2 ，5哲人
5 ， t堂帯
(52年 2月 1B!自在〉

人口

世帯

耳
障
者
へ
の
奉
仕
習
場
」
と
レ
た
人
が
討
と
、
指
性
に
閥
、
山
が
高
〈
、
年
齢
で

一一七@一
M
M
M
Kー
と
い
う
結
果
で
す
。
こ
の
は
五
十
代
、
四
十
代
、
一
ニ
十
代
の
願
と

理
解
の
仕
方
に
年
代
に
よ
る
差
異
は
あ
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
福
祉
ボ
一
フ
ン
テ

D
ま
せ
ん
が
、
活
い
人
の
層
に
一
社
会
ィ
ア
へ
の
事
加
β
見
出
で
す
が
、
参
加
を

ぺ
謡
曲
2
1」
に
事
、
ポ
ラ
ン
一
ア
霊
ナ
る
人
は
、
「
施
要
最
閥
単

の
ィ
プ
を
広
い
意
味
に
と
ら
え
て
い
て
、
仕
」
一
二
一
石
七
.
八
制
軒
引
吋
、
「
思
つ
て
い
る
人

凶
げ
り
地
域
コ
ミ
ユ
三F
号一τテ7づ
イ
づ
く
わbJの広勺う2つつ2…aえ叫ええかの援欝訂筋鋭同副♂
ι」一丙西一
7.
七
官
、
「
量
自
立
系
爪
のU
た

あ
ら
も
、
非
常
に
心
づ
よ
い
も
の
が
あ
仇
bν

め
の
擾
助
」
↓
二
一
四
甲
膏
三
軒
、
「
妥
最
rλ八の

い帥削季。ま芝た、ポ芯一ラフヲン一テ宅ナ弓イ一ア之ノえへの露鵠世喜話」三二弓三一ニ子了

Za

ハ付刊、心咋
H拡
砧
ど
フ
か
と
い
う
ζ
と
壱
ず
が
、
で
す
が
、
書
加
の
か
た
ち
は
「
グ
ル
l

託
、
「
非
常
に
腐
心
が
あ
る
」
一
二
E

六
計
プ
で
」
を
希
望
す
る
ふ
が
五
一
・
五
軒

大
「
や
や
関
心
が
あ
る
」
が
五
六
・
五
制
引
を
い
口
め
、
と
く
に
主
ゐ
場
合
、
一
一
十

イ
け
で
、
六
九
a

一
軒
白
人
が
、
関
心
を
も
代
て
六
二
・
二
軒
が
、
グ
ル
j
プ
で
の

削
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
年
撃
を
の
ぞ
ん
で
い
ま
す
。
い
ま
害

対
齢
的
に
は
五
十
代
の
万
の
七
五
園
田
軒
動
が
乙
つ
し
た
率
一
で
の
も
の
が
多
い

一
衛
が
も
っ
と
主
高
く
、
次
い
で
一
間
十
代
、

ζ
と
に
も
よ
り
ま
す
が
、
高
勝
目
地
に

し
一
一
一
十
代
、
六
寸
代
と
い
っ
た
煽

t
yが
住
む
M
さ
ん
(
二
十
代
宅
掃
)
は
、

幹
六
十
代
以
上
男
語
、
宗
特
定
熊
「
団
地
内
に
そ
う
し
安
ん
1
プ
は
あ

議
同
心
が
晶
孟
」
に
、
一
一
一
・
一
軒
と
い
ヨ

hu
ま
せ
ん
し
、
金
色
で
ち
者
フ
ジ
テ
ィ

の
高
い
数
字
が
一
部
吉
れ
て
い
ま
す
。
ア
白
誌
は
出
党
乙
と
は
あ
b
ま
せ
ん
。

υ
1
i
l
i
-
-剖
子
駄
が
小
さ
い
と
な
か
な
か

l
z

人

一

キ

ッ

カ

ケ

一

い

広

三

と

で

し

た

が

、

キ

ッ

カ

ケ

が

あ

1

H

M

れ
は
、
ま
た
、
仲
間
が
い
た
ら
と
い
っ

中

づ

く

り

を

一

た

管

が

し

な

い

で

も

あ

の

章

一

ん
o

p
J手
4
d手
i
d手
有
が
や
&
活
動
の
場
認
が
y
点
M

の
段
階
に
あ
る

で
は
、
執
点
聞
を
狭
め
て
「
福
祉
事
ブ
己
と
を
品
鼻
立
付
け
て
い
る
と
も
い
え
、
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
活
動
へ
白
書
加
む
意
向
は
ど
ラ
ど
7
f
アリ
JIダ
I
D養
成
が
急
お

う
か
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
と
い
う
ζ

と
に
な
り
ま
す
。
で
す
が
、

「
す
で
に
活
動
し
て
い
る
一
が
一
一
一
も
こ
う
し
た
中
で
悟
入
的
な
草
案
盟

軒
、
「
ぜ
ひ
参
加
し
た
ど
が
で
八
ナ
る
人
が
一
七
'
む
字
句
あ
る
こ
と
は

軒
、
「
都
合
が
つ
け
ば
参
加
す
る
」
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ケ
ア
の
可
能
性
の
高

同
日
ニ
・
六
私
セ
、
約
半
数
の
人
が
接
加
わ
ζ
と
主
市
し
て
い
ま
す
。
と
も
あ
れ

の
動
向
安
射
す
な
ど
、
注
呂
ず
べ
き
数
身
構
え
た
福
祉
で
な
く
、
と
く
自
然
に

学
誉
市
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
可
男
性
地
付
い
て
い
く
風
識
を
大
事
に
じ
た
い

は
四
六
・
七
軒
、
女
性
交
は
四
九
ム
ハ
も
の
で
一
す
a

jii!;!!:iiii告は虫努事12!i!?三11i話ibz
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持 10月18日〈火〉
午後 2 時~4 時

。場所太陽神戸銀行
4階会議室

()議員事神奈川絞済研究所
河村市郎氏

一一

マ
:
九
万
二
日

μら
開
会
さ
れ
て
い
た
九
月
定
例
市
議
会
は
、
二
十
二
日
全
日
税
を
終
え
閉
会
さ
れ
た
。
今
議
会
は
、
下
水
遊
説
例
の
ゐ
部
ム

マ
主
主
ず
る
集
制
や
仮
契
野
事
警
察
窃
中
学
校
と
し
て
設
置
す
る
た
め
の
学
校
白
設
置
に
践
す
耳
粂
明
白
一
部
改
疋
、
一
般
会
・
1
ム

マ
計
補
足
予
算
な
ど
十
八
一
一
語
索
が
獲
議
苦
れ
た
が
審
議
白
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
害
れ
た
。
告
た
、
本
会
議
最
終
日
の
一
一
寸
一
一
円
に
、
教

9
1
ム

マ
育
委
員
会
番
町
周
目
任
命
と
、
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
、
間
回
定
資
控
訴
初
審
査
T

者
開
会
雲
間
白
選
径
に
つ
い
て
等
白
人
事
案
件
シ
波
称
第

i
ム

マ
三
暗
小
学
授
の
一
用
地
を
璽
収
す
る
た
め
の
不
動
鹿
沼
取
揮
に
つ
い
て
の
議
案
が
提
出
さ
れ
た
が
、
開
型
ど
お
り
景
認
お
よ
び
可
決
さ
A

2

ム

マ
た
。
な
お
、
今
回
提
出
さ
れ
た
昭
和
五
十
一
年
度
病
院
事
業
詳
の
決
算
の
認
定
は
、
縦
続
審
査
と
な
っ
て
い
る
。

主催県湘南行政センター商工部

平理市、平壌商工会議所

部品

擦渓娼談窓/湖南地区行政セン聖一
<>法樟栂談毎月第2第3金曜日 13時-1由
穏でも可〉その偽、毎月教育相談、交通事故相談、内職栢談、

高鑑渚職業相談を行っています。

<>泉市合向指談 10月28尽 13時-18時平車駅北口受番前
ζ者岳談は法津担談、皆、脊棺談・交遂事故栢談、県政、市政一

般招談など〉

事室技会畿内相談蜜脅(33)おお

心配とまと招談咽毎i里見摺臼く第5"宮除ぐ)1部寺-15時
母子本宮談・平日、日時-15時30分・常設
家庭泥童棺談・平日、君時-16時・常設

題相談 e平田幸時30分-16時
・銭週日纏昂1由時-1由時評語艶l;U昔前ま穏談開始綜婦から

一一

一般法律相談盆 11月8沼むた穏自) -13時-16時 人数に吊J哀がある
人権法揮相談・11月 5日正土擢日) -13持-16時
行政苦情相談・ 11月 5偲〈土濃日) -13U寺-16時
鐙書記穏談・ 11月11臼〈金曜日) -13時-16時
培地建物相談・10月25日(l均額臼)-13碍-16詩 人数に制限がある
住宅相談・ 10月18臼〈火曜日) -13U寺-16時
務自思考笑〈特許〉穏談・11月7日仁月曜日コ・ 10時-15時
下請攻守総回あっせん -10月20臼 C本礎自3・13時-16時
消費生活棺談・荘器産水礎自 -1部持-，.15時

脅世母相官吏・平白、吉照子、-161時・常設 ζ青少年者軍〉
φ交遜事故季語談毎遜月瀧呂 -1四時子-16時 場所交通安全協会P宮

崎務紹鱗@細沼市金醐。官時-15時教育減鰯招談量産

… 



平器市火災予防条例の改正により、昭和53

年 1月 l白から石油などの様悼燃料を使5移

動式のスト」ブは、地震等によ白自動的に消

火する装置または自動的に燃棋の供給者惇ょと

する装壁聖者設けたもりを使用しなければなら

なくなった。

弘ふだんから注意はもちろん、地震時の出火

防止白ためにも耐震白勤務火荘重量付の石極ス

ト}ブを使用していただきたいe

平塚市消妨本部

515 

結ft月需の主な行事
o緑化推進ポスター幾重E…10月18沼、 市役所
夏休みを利用して市内のIj，1=t学生者実践表に募集したポスタ

- 300点在審査7る。審査は美術協会員。

く〉学校花壕コンクーJレ 10月20日 書参加枝

今年で5"望めを迎えたコジク}ルの審査は、立体的な翼し
吉、平面的な美しさ、独創性、表現力、全体的な議開など由

置から採点する。なお、コンク}ノレに先き立ち、参加校には

くさつげlゃあおき、ひめくちなしの樹木、葉ボタン、ヨナノレピ

アなど白草花、その地球視や松葉担汁などの縄子も配布され

ている。

。鼠芸緑化教窓 口月 98 博物鯖講堂
積木・花木の手入れや管理などを適切に指導、助奮してく

れる。先着70人。下有北vr菌芸誌化教室」世襲照に。
く〉新築家庭記念積木配布 IIsl6日 市役所

一般住宅の新舗をお祝いして、記念苗ヌ択を配布する。今回

の対象者は 80C件で C対象者には遠矢口ずる〉、まげもの仕立
てとして玄関わきなどでよく見られる 1m前按の f犬つげJ
が配布される。

く〉植木市 11 汚 19 臼~21 臼 見附台公園

薦書糞まつ白白協賛行事として、産業まつり期間中に見st話会
体育館前広場で行5，全国から約55自の植木麗さんが葬耳ゐ
o綴の穏談窓 口月208" 見附台公園
冬季における櫨木や花木由手入れ盆裁白せん定等日



奇襲A 対象となる機織設機
1 金高加工機械 CC'減n:::プレス仁橋疋プレ
只除<) 密機械プvス 〈寄せん断機(定格
出プフく以下原動機の〉が1九ワット以上のも
の〉 ①鍛造機①ヲイャーフォーミ、ノグ才

シY(定格出力炉37.5キロワット以上〉
2 圧縮機ひ町名出力が 7. 九ヲット以上〉
3 土石用または鉱物用の破砕機・躍碍機 a
ふるい及ぴ分級機 C定歩畠出力が 5キロワット
以上〉

4 融機亡原動機を用いるもの〉
5 コンク')ートブロックマよノY(定格出力
白合計が2.95キロヲット以と〉、コンクJ)~ト

柱製造機域仁定格出力む合計が10キロヲット以
上〉

6 /KU加工機械 CDドラムパーカー ⑨チ
ッパー E定格出プJが 2.2キロワット以ーと〉
7 印刷機概 C定格出;/J2.2九少ツト以とコ
皐 ゴム蹴用または合明朝脂練用白ロ}ノレ機

Cカレンダーローノし機以外のもので、定格出
向か30キロワット以上コ
§ 合成樹脂叫射出成舟櫨

持明迭問機とジョノレト式自もの〉

霊安B 特定建設作襲撃
1 くいnち機とくい故き織を使用する洋業
2 錦球を使用して建築物その惜のヱ作J鼎を
破壇ずる伊業

3 舗装版仮砕機を皆有する作業
プレーカーを使用する洋楽

之はごごみんなで参加しようおロ~

とき 113務畑〉午前器時~
吹きHlは午鈴7善寺に花火で予告の合反i
*小雨は決行、雨天の場合は2013( 13) 
に燦怒する

食清掃するところ 。自宅付波の道路

。広滋やi}豊富など

@その他会主毛田場所

←草子塚音教委毒化i襲撃力E需主義主主査書一
加問~ヤーーやヤ均一-~す弔問吋吋勾引制御匂-ゆ門戸司炉吻宮町-伽

iLV9 
この議室状はシンナ-~l用の徴構

①乱用者を見かけたらすぐ110番か市青少年

諜へ。 (23)1111 

(:l)子供の行動、服装、態度に気をつげる

③自治会内で行われる忍L弔防止の話し合いに

協力を。

告
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県動物保護センターでは捨て犬による野犬担

増加と犬による危害者防ぐだ従h 不用犬の巡回

収容を行っている。:当包犬をだされる方は印

鑑、犬草野L、注射高架および愛犬乎肢を持参し
ていただきたいe なお、 11月と12月は、都合に
よ!J巡回収容は休みます⑤む了京在.

4争jヨの収容認 10fl26認c*)
骨コースと時間

10 :∞吉沢公民館 13: 45 神田公民館
10 : 15 1@ 公民館 14宅00 真土公民館
10: 30 揮殿会館 14: 10 車中原公民館
10: 40 富士見公民館 14:20 豊田公安J壇
10' 55 花水公民館 14: 30 掠島公民館
11 : 05 須賀公民館 14' 50 金出公民館
11 : 15 松原公民館 15: 05 岡崎公民館
: 25 県合同庁舎芸評) 15; 20 金自公民館
11 : 40 I日i"l;之宮公民館

とさ 晃容怒〈該〉雨天中止

薬会場所 平塚叡改札口語Il7草寺20分
仁平壇7持31分の曜車に乗るコ

コース平塚駅…小田原.-1Wむ鼠 乙女時

・僻殿場国府樟 平輔R(樹子

距離約12Km)

X主憲 ①IN学生低学年および高齢者ほと遺

躍をと。弓E軽設ではきなれたクy、弁当、ガ〈笥

潟県、交通費150C円穣度目む用窓者。

主思議 体青輯 (31)3容器号

図書罪者通じて市内白毘景やおまつPなど写
生したものを応募夢しよう。

応募締め切!.> 11月10日正木〉

民間い金わせ 平熱帯観光協金 C告韓議2荘一1111内輔君4のまだ君主市内文書琴貝へ

1 



IHIHHlll川"川州削"川附川"川"

主空t命白歌
愛りす"J'c:5倶i
松嵐アコ記憶

3'0人初j景
夕陽持軍 程諜久英

ゴむと山活 岩間芳密

分京嶺 高橋玄洋

剣岳ー点の記 新田次郎

砂の鐙 河野多恵子

さよならのサーカス 素九鬼子

舞え舞え輔牛 臼辺聖子

加U、たちの墓石 三時噛

馬白首風雲撮 筒井康騒

旅と伝説白女たち 問中澄江

!IIIIIII川"ノンフィクション!H!Hll1l!1

流旅白人々 水上勉

東京の老人 諜幹郎

容を人マンボどフ 北社夫

Iヨ本文化の死角 ノjサヨt左京
努の沙tl~ 服部公一

アメ').カの小さな悶Jから加藤芳俊

尽本むなか田外1m人 A'ターニ}

時の終りへ由旅 辻邦生

文章読本 丸谷才一

一商人の軌跡 松信奉輔

公私混問者排除せよ 三鬼揚之助

ア可哀主主人かたぎ 長谷川幸延

白京大体笹 山田一太郎

昨日の顕明日白頭 聴原審謂

中原中古わが埠関 ゴじH滋
!1I111川山川 家庭 ・主余主;活舌“川川川"川叩"“川3“仰川川l“川t付l川川e“川川川"川"川山"仰川川'"山g“山t“1

畠らゆる汚れをとるヌ本k 岩永く白美穏
染め物の習い方 i高葛橋幸子

イ化ιを粧E品戦争 悶?が村F付J晴彦
損をしない中古車選び 問崎宏言弓司

E宗亙奴主石ヨのヌ京友 塩月弥栄子

I~~一一~読芸書還隊一一一日~\
i 1 0月 27 日 ~11 月 98

i 一冊の本から向かが始まる { 

女峡密会問時と14時
古11月初日亡日J
「古都」カラ- 1時間45分

受こども盟主商会 10時と14時
古 10月23日 (8コ
「冒険ハYスとふしぎな子猫たちJ
カター 50分
C日〉

女づ 7ミワーワヱステ-(J~)I，. 
'10月23日 E臼)10時~15時
・催し物 ミニコジサート、落喜吾寄席て三遊

亭右主主動、管内助三三出演コ、お年寄目と今
日は}お茶晶、手ヲ〈

軽スポ日Yコ」ナ一、主主剣道など.

女初心者のための手言語教室

…一一手話の基礎からfitJ司君ま守一一一

-11月 2 臼 ~12月 78までの毎週水曜日。 18

時30分~20時30分まで。講師6井隆氏
勤労青年20人を対象

言者楽しいギうF一教室
一一一ギターの初会伝から一一

.11月 8 日 ~12月13日までの毎週火瞳臼. 18 
時30分~2C時30分。講師磯部留治民
@勤労青伊年15人を対象

女将技指導者研修
一一レクリ zーションの環論と実技一一

・ 11月 9 日 ~12月 78まで白紙園水曜日。 18

時30分~2C時30分。ただし、 11月23日と 12

!'l 4 臼は1自時~15時まで。

智内容ゲ』ム白いろいろ、レクY;/7、フ
オ」クダジス、ベ」パ』クラフト、パ」テ

ィのもち方など。

ヲをやさしいダンス教家

-11月 11 日 ~12月 3 日まで￠毎週金曜円。 18

時30分~20時30分。 12月 3 臼だけは土曜日。
@ブノレ}ス、クノレY、ジノレノペ、ノレジノミ、マン

ボを踊ろう。

a勤労青少、年40人を対象。

女親子オザヱンテーリンゲのつどい

一一一耽の湘南平e'オびヱンテーリンク"を一-

.11月13日仁田)10時~15時
。小学生とそり親30組
会{体棺臼信趨月曜日、 11月4日 C金3
古利用の仕方電話または直接会館へ申し込

みを。電話 (32)7039 

合体験学習シワーズNo.17
-E霊異を龍おう一一

稿者センバ在使い脱穀し、!7スで糟米、石

文化祭プログラム
切一一一一一-(>…一一一一く〉一一一一一一四

く>10Jl30認(沼〉
-111 棚 11時~17時吉、善公民館

く>11J'l3臼(木〉
・俳句 10時 ~17.持崇善公民館

'短歌 13時 ~16時青少金年宣宮

・茶道 10時 ~.15時光円寺

・洋舞 13時~1部寺市民セン点可
・音措 18時~21時 ?' 

く>11月5 尽 (ニ主〕
'民謡 13時~15時市民 tê;/去一

・民舞 l証時~17時 タ

・詩吟 18時 ~21時 9 

011月告詞(泊〉
・邦頴 10時~12時市民è:/'点目
・子供音楽 13時 ~15時 ク

。合唱 15時~17時 9 

・剰詩舞 18時~21時 '" 

-，苦吾妻 18時~21時 ク

山川"川川"川l付'J!i態霊 示 物1川3付山1口山"川5引附川川"川山!川川川iυ川lけ"川"山i川l
⑫華遜 .1口1月 3(木コ ~1孔1月 6 白〈日〉
1扮9時~1η7時3鉛D分梅麿 6 耳階雪鎧し場
φ輯術・写真・書道・愛蔵品・雄意器。

人形・造花，盤策・模型 11月3臼Cめ
~11月 58 仁日〉百時~16時30分見，1'1
色捧膏館

-11月 58
・時閣は午前1器時
・申し込み 10月27日までに往復はがきで博
物館ヘョ多数の場合は拍せんで15人@

女連続講E主 主子主霊長毒辺の民俗
一一一民情学入門一一『

身近かな生活の中にある畏悟にてコいて目毘者

向け、その意味について解説し、全霞的観

野のもとで事例在比較してい〈。

・とき 11月 19 日 E土〉午後 2時~4時30分
11月 20 白仁田〉午後 1 時30分~4時

・対象中学生以上50人
・申し込み 11月12臼までに往復はがきで博
物館へ。テキスト代100f弓が必要。

合還を見る会秋の星雲を晃ょう

軟によく見える墨裳や星回を観轄しよう。

・とき 11 !'l 168 げO 午後 5 時~7時
ー申し込み 11月 6日までに往復はがきで博
物館へ。多数百ときは抽選で30人、小学生以
下は父兄同停でお申し込み昔。

高のおぐら訪おで

a とき 11月初日 (8) 午控 1 時~5時

・申し込み l1.1"l10日までに往復はがきで博
物熊へ。多数のときは抱せんでお入。

住所、民名、簡話

臼をて=かつて掛にしてみる。，o::r博物鯨

51事



毎月実施しています。受けやすい

会場でお受け〈ださい。

豊富対象. [第1期]-3釘受ける。
生後24か月から 48か月までの幼
J，llo C接種間隔は 2[i己]3図とも3
2圏間から8週間〉
Z第2期]-11fi王受げる。
第 1期の3回目が終ってから12か
月~18か月まで白期間に受ける。

48か月までに第2期を完了するの
古ヨ望ましい。

※第 1 期~l時了して第 2 期の接種を

していない劫L回止72か月まで受げ

られる〈ただし66か月~72か月の
主力主巴はジフテlJア、五度犠鼠の二種

混合〉

麹時間・ 13時3C分~15時まで。ただ
し封印の会場は14時 ---..15時
[]D月1
258 ~契善釘E号館 旭公民銀
国中央襲闘士沢支所

26日 大野公民館横内回地集会場

~三
」. 

51事

民輩出公民館

曜

額資利秀ちゃん
ぬかがとしひで

合住所上平塩11の54 臼産車体
にお車功。ぐの額資登志男さん(33議〉
と芳美さん (29歳〉の長男。現在
7か月で身長68cm、体重S培、 52
年 3月18日生まオ00
顔に混しんができて、病院にか

よっているところなので、隠っち

ゃったなとお母さん。

社宅に住んでいるので友達がた

〈さんいる。 12軒あるうち子主主に
い軍誌が1軒で5歳以F
準備中が3人だ。

と一緒に考える。時間は9時3C分~
1C時30分母子健鹿手慢を持番
10月18臼神田公見館
20臼岡崎公民館
25臼大野公民館
臼 吉沢公民館

1]月 1日 須賀公民館

4 fJ 金閏公民館

不F時品受付rEl程表

… 一一

初めて妊娠された:万を対象に母親

教室を聞きますe なるべく妊娠7か
月までにお受けください。時閣は13
時30分から 16時まで、母子健康手
帳、筆記用具をお持ち〈ださい。

女平塚市役所毎月翼施〈月曜沼〉

臼程 11月 7日、 14目、 21日、訪日
動青市役'!nn会議案
闘し込み電話かハガキで

揖問自J9-1市開健衛生課
電話 (23) 1111内線259・260
一一保健所だよむ v一一

@平援額健所仁電話 32省む130)
母子最寄鹿苧娠をお持ち〈ださい。

市内各地に伝わる民俗芸能の

とき fl9怒
うち、指定文化財を中心に公演

とき 1島8認〈怒〉

ところ
@t詰;資額体

午前日時~午後4時

簡潔午後告時30分

ところ市民センターホー)~

Eプログラム1
aモ-yアノレト
ヂイバァJレテイメジトニ長調Kl出

@ノミ ;;l.J~

デエジパロ協翼曲ニ短調

@パィパァノレデ~

バイオlJ:Y協費趨々回苧ャ

[3歳児縫診3
11月10日 49年 9 月 1 日 ~10日主主

11月17日 49年 9月11臼~初日生
11月24日 制年 9 月21日 ~30日主主

難庭CO'E掃を対象に乳~lん検診を

行う。時閣は13時3似合~14時30分@

先着40名まで。
10月19白金田公民館
-fr 27日花水公民館

40級以上白方を対象に胃iJfん検診
を行う。希望する方は地話かはがき

で申し込みを亡生年月臼、電話番号

住所、民名を明記コ 10月羽田締切
り 申し込み先 25ほ間E了9-1
市保健宿生課需主活 (23)1111 
〈ただし今却の吾受けた方は除()



使
っ
て
い
る
わ
け
甘
A
は
な
い
し
、
不

便
な
と
こ
ろ
に
あ
る
と
は
恩
克
ま
せ

ん。

p
vっ
し
て
志
符
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
吾
、
な
っ
た
、
匂
自
転
車
や
パ

ス
官
存
〈
で
し
ょ
う
a

ま
た
、
駅
ど

ん
連
絡
所
等
由
利
用
も
あ
り
ホ
干
〆
。

ス
モ
ッ
グ
、
公
害
、
ぜ
ん
季
、
等

私
の
子
叫
世
田
こ
ろ
に
は
お
よ
び
も
つ

か
な
い
今
日
ζ
の
む
ろ
可
ぜ
ひ
中
心

地

に

も

探

の

か

た

事

宮

の

安

担

れ

る

わ

な

く

な

っ

て

き

ま

し

た

匂

を

前

る

品

積

も

よ

り

少

尽

く

ず

る

と

す
ば
ら
レ
い
平
塚
で
あ
っ
て
一
ほ
し
い
特
に
就
職
、
転
勤
、
転
校
な
疋
を
と
も
に
、
庭
路
面
周
辺
に
は
植
裁
を
行

と

思

い

忠

子

。

迎

え

る

一

一

万

か

ら

五

悶

ど

か

け

て

は

う

な

ど

、

環

境

寺

セ

C
な
去
っ
こ

rc

〈

東

中

原

鈴

木

骨

子

さ

ん

〉

…

庁

舎

に

は

い

れ

な

い

車

が

、

一

日

中

な

い

事

長

援

し

で

い

ま

す

。

e
z
'

費
援
な
と
意
見
畠
D

季

初

起

し

よ

庁

者

。

ωを
な
八
ム
道
上
に
並
び
、
付
近
の
童
に
障
な
お
、
震
の
実
施
に
あ
た
っ
て

“
お
等
え一EH

が
と
う
む
ざ
い
ま
し

δ
ま
せ
て
い
る
大
切
な
偏
向
静
ゼ
7
0

害
に
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
は
、
あ
立
た
の
設
見
も
十
分
也
事
岩
J
L

た
q

で
き
れ
ば
乙
の
芝
笠
宮
山
則
る
こ
と
な

ζ

の
キ
う
な
事
情
か
ら
、
や
む
な
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
〈
い
り
な
い
よ

。
指
掲
の
と
お
幻
本
庁
舎
前
庭
回
ど
じ
た
く
な
い
自
で
す
が
、
近
洋
自
〈
駐
車
場
白
増
設
計
画
に
踏
丞
沼
つ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
ナ
。

芝
生
は
、
八
繍
山
の
諜
ど
品
調
和
し
て
家
両
用
車
に
よ
る
東
庁
者
は
場
支
る
一
た
も
の
で
す
。
そ
こ
で
、

ζ
白
計
開

A
行
政
課

v

m
悶挙
ζ

も
む
も
の
す
ば
ら
し
い
景
説
方
で
、
既
設
の
駐
車
場
支
は
習
に
あ
も
必
要
議
少
限
度
に
と
ど
め
、
芝
生

ひ

ら

つ

か

市

泉

市

十
月
三
十
自
努
付
着
実
襲
、
市
民

情
が
出
聞
か
れ
る
。

市
民
市
は
、
市
民
自
た
め
に
市
民

が
つ
〈
る
ま
つ
り
で
、
高
志
た
の
ア

イ
デ
ィ
ア
を
一
日
だ
け
あ
な
た
の
お

践
で
指
る
乙
と
。
そ
れ
が
市
昆
市
。

声
認
、
一
一
一
十
日
は
揖
存
吾
天
国
へ

集
ま
壱
フ
。

マ
と
き
叩
月

m
B
(臼
〉
午
後
一

時
5
六
時

マ

と

こ

ろ

安

亘

蓄

マ
問
い
合
わ
せ
先
ひ
ら
つ
か
市
長

市
即
売
存
桑
員
会
事
務
届
(
曜
語

n'

ニ
五
一

O
)
か
市
守
洛
議
(
電
品
目
品

審
一
一
一
一
〉
へ
a

g

f

l

d

 

h

拡
大
間
出
番
議
習
会
…

〕
般
に
協
力
障
害
者
の
読
書
は
点

字
と
多
〈
白

A
が
知
っ
て
い
る
@
し

か
し
、
視
力
障
害
者
の
六
O
Fは
強

度
白
弱
視
だ
が
、
大
去
な
活
字
な
ら

読
め
る
人
た
ち
。

と
の
人
た
ち
白
た
め
に
、
あ
な
た

も
本
を
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

ζ
ま
か
い
仕
事
中
字
や
桂
聖
書
く

の
が
好
き
な
方
に
む
い
て
い
る
ボ
タ

ン
テ
ィ
ア
。
あ
な
た
も
ぜ
ひ
お
で
か

笠
竜

門v講
習
口
同
日
月
1
5か
ら
一
一
笥

寸
場
罰
則
福
祉
会
館
研
降
選

マ
問
い
合
わ
せ
揺
が
叩
会
館
内
点
訳

赤
土
子
一
帯
住
間
前
田
ま
で
霊
品
目
ω

一一一司一一二三

院
外
寝
入
車
瓦
録
は
i
…

外
出
人
一
致
録
法
第
十
一
条
第
一
環

応
規
定
す
る
登
録
事
議
確
認
申
議

が
、
八
月
一
日
か
ら
干
一
月
に
か
け

五
中
的
に
仔
主
て
い
る
。
期
間

中
に
切
D
事
え
が
議
窓
方
は
お
忘

れ
な
く
ο

な
お
、
そ
り
と
き
十
四
歳
以
上
白

方
は
、
写
真
三
一
枚
が
必
要
。

マ
問
い
合
わ
せ
市
民
課
住
民
鷲
録

係
(
議
話
お
・
一
一
一
一
内
綿
二
三

}
〉

東
海
大
学
建
学
祭

東
山
時
大
学
建
学
祭
が
「
事
加
そ
レ

で
一
鴎
溺
」
と
い
う
…
ア
l
マ
で
、
十
月

一一一十日か、
b
十
一
月
一
一
一
日
薬
品
開
か

れ
る
ζ
と
に
な
っ
た
。
み
な
さ
ん
も

一
度
葬
加
し
て
み
て
は
i
・e-e

門
主
な
催
し
物
}

マ
叩
月
初
臼
e

大
唱
音
楽
祭
(
ぬ
時

5
〉
・
ミ
ス
慕
陸
コ
ン
テ
ス
ト
予

選
〉
げ
時
i
)

7
m月
お
臼
・
政
爾
会
(
河
川
時
j
v

マ
ロ
万
1
日
・
講
演
会
(
山
時
5
〉

テ
ー
マ
ι

一
国
際
親
善
に
お
け
る
ス
ポ

ー
ツ
の
役
割

マ
口
月
3
白

a

湘
南
苦
誕
祭
(
州
出

時
3
〉
・
マ
Y
ガ
大
行
進
(
口
時

1〉
之
、
、
ス
東
海
決
勝
(
日
時
日
刊

一部教車場{こする市役所散の芝生

悼
す
〉

w

公

開

問

議

実
金
大
学
交
は
、
一
般
市
民
を
対
象

に
公
開
講
座
を
関
〈
。
珂
料
。

マ
印
月
初
日
小
説
と
は
向
か

マ
ロ
バ
2
臼
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
病
と
は

マ
日
月
四
日
古
典
美
樹
へ
白
い
さ

な
い

マ
孔
月
初
臼

m
F紀
へ
白
金
詐

マ
ロ
月
7
日
使
う
側
か
ら
昆
た
太

卒
者

φ
会
場
東
海
大
学
期
南
校
舎

国
詳
し
〈
一
は
教
務
討
課
公
開
セ
ミ
ナ
ー

委
員
会
(
白
子
一
一
一
一
一
〉
へ
。

一
八
ミ
ワ
験
額
融
明
写
会
一

平
塩
文
化
逗
期
務
属
白
平
援
シ
ネ

ク
ラ
ブ
守
管
L
よ
与
「
八
ミ
y
m
A
路

公
開
彦
三
笠
間
可
。
お
誘
い
合

わ
せ
の
う
え
一
色
ぃ
来
場
を
D

マ
日
時
日
月
刊
同
日
(
土
〉
午
後
6

時
1
9時
ま
で
。

マ
場
所
平
塚
青
少
年
会
館

市
災
セ
ン
タ
j

ホ
j
ん

を

工

事

昭
和
五
十
三
年
一
一
月
ト
四
臼
か
ら

三
月
十
五
日
ま
で
の
約
一
か
月
間
ロ

市
民
セ
ン
タ
ー
支
は
、
輝
台
の
床
絞

改
棲
工
事
を
コ
付
5
。
こ
の
た
め
ホ
i

ん
は
使
用
て
き
な
〈
な
る
。

。しυ
o
c
o

車
券
の
併
用

村
け
月
競
輪
か
ら

平
塚
持
続
場
で
は
、
十
一
月
競
輪

か
ら
車
券
白
併
用
発
宛
を
実
施
す

る。
と
れ
は
、
今
ま
笠
車
券
を
桑
唱
す

る
と
き
、
百
円
券
n

二
百
円
券
・
)

千
円
芽
幸
セ
れ
ぞ
れ
選
っ
た
照
口
で

行
っ
て
い
た
が
、
乙
れ
を
あ
ら
た
め

ひ
と
つ
の
窓
口
で
百
円
券
、
一
千
円

券
を
同
時
に
発
売
で
き
る
妾
つ
に
し

た
。
た
だ
し
、
二
百
円
捧
は
底
止
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
お
客
戸
rん
が
車
持

者
購
入
す
る
と
き
は
大
裟
買
い
や
す

く
な
る
。
ま
た
、
窓
口
の
効
揺
が
増

し
、
場
内
田
昌
雑
緩
却
も
期
待
さ
抗

る。

あ
り
が
と
う

結
侶
や
公
箇
県
婦
に
と
も
jy、
辛
ん

白
扇
京
や
ベ
ン
チ
の
努
騒
が
ょ
せ
ら

れ
ま
し
た
。
(
敬
祢
略
〉

・
上
野
和
三
郎
(
真
田
)
、
内
藤
敬

一
(
須
賀
)
、
清
田
茜
涜
ハ
袖
。

浜
〉
夜
間
政
彦
〈
宮
松
町
〉
、
吉
野

順
次
(
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
)
、
高

山
鹿
升
(
パ
ー
ル
レ
ー
ン
所
属
ク
ラ

ブ
〉
「
同
時
h
m
A
小
(
主
町
)
、
出
家
安

治
(
平
琴
、
相
銀
出
陣
(
平
語
)

選
挙
管
理
香
員
会
予
ほ
、
「
市
山
田

教
聾
講
淫
」
の
受
講
生
を
募
集
し
℃

い
る
。
?
と
き
ぬ
月
四
百
円
j
m
Rま
一
で
の

玄
臼
間
一
時
一
一
一
ぃ
分
5
一一一時まで

マ
内
容
世
界
の
動
き
と
一
日
本
白
立

場
、
私
た
ち

GL厄
れ
も
の
等

門v
由
ん
込
ぷ
電
話
壱
選
智
事
務
届

〈
電
話
お
・
一
…
)
一
)
へ
e

h

知
培
地
町
悼
の
文
化
祭
日

油
公
民
輯
で
は
、
「
相
出
Jλ

化
祭
」

の
作
品
を
募
集
し
て
い
る
。
十
月
二

十
日
ま
立
に
旭
公
民
銀
(
亀
話
出
・

二
一
一
五
五
)
へ
底
接
合
法
…
絡
を
。

マ
理
郡
山
作
品
地
域
で
活
動
し
て
い

る
成
人
間
体
と
儲
人
。

マ
俳
句
題
「
文
化
祭
}
「
文
化
の

日
」
「
菊
」
た
だ
し
、
一
人
五
旬

以
内
vm文
化
祭
は
、
日
月

2
B
5
4臼

〈
展
示
作
品
は
生
花
、
時
開
意
躍
、
創

作
人
一
帯
、
書
道
、
苧
1
2
な
ど
)

平
岡
概
市
議
最
終
存
〈
福
祉
会
館

内
)
に
寄
せ
ら
れ
た
あ
た
た
か
い
寄

付
聖
報
告
し
辛
ナ
。

マ
社
会
福
祉
へ
・
大
久
保
論
平
六

千
円
、
肝
名
(
一
一
一
件
〉
一
一
一
子
向
、

購
鳥
八
郎
四
千
円
、

E
山
崎
議
輪
場

特
設
一
同
九
千
円
、
一
市
民
四

千
向
、
新
神
京
山
川
県
費
減
組
合
一
一

ヰ
内
、
相
模
馬
子
邸
主
問
、
山
口

平
八
四
千
円
1

問
問
鴻
道
夫
主
万

円

き~一~、 3 一日一ー

さ 私たちの暮らしの中

三には普から伝わり、続

5けられている行事やし
さきたりがなとたくさん

きあります。こういうも

" oに尽を向け生活の躍
E史を考えτみましょう収穫犠ネしの諸裂〈慣藤幹治f稲作儀礼由研究jよ哲〉

E 今ではずさに忘れ去られようと j 整理してみると亥の子は三つの要
5していますカヘ i日露10月の亥OB 素に分げられますn ①亥由子白ポ

Eに亥の子〈イノココという行事が i 虫モチをつ〈るζ と ②麦や大根
ZあDまず。市内では、!日経10月が o収穣に認する伝及 哩Eヨ聞きぞ
き新蜜11月に早くから変わっていた j する白三つです。しかし、 ζれだ
きよ5です。ちょうど稲メlj!JiJ'終わ j けでは亥の子はむJ白行事かわかD
Eるとろに市内大野地区では、11)'1 i ませんそこで市内こ限らず金E富
o亥の日に亥の子の餅 CCまおは j 的に亥の子についてみてみると図
Eぎコをつくって貴べ、 ζの臼に炉 j の 0印の所で行なわれていますe
Eを開くといいます。掛所では1lJ'l i 行事の内容。弘子供たちがヲラ
Z初亥の日に亥の子ボタモチや臥 i 扶砲や丸石で地置をついて家々を
5赤飯を食べ、仕事者体みますa そ j 会長いたD、ζの日十こ正日の神が山へ
5して、亥の日が11月に3回あると i 帰るなどといい、稲の刈D上げの
-竪がよく育つといいます。土屋で j 宅Rいをしている地方もあDまれ
，立、 10月に亥の日がた〈さんある j さらに、亥の子とよく品た行事と
2と大担がよぐとれるといいます。 して十日夜 Cトタカシ干、閣の窃

e ;!t;金呂では、亥の子は11月の綴 i 印〉という行事もあDます。
5紛の亥の日で、前年にとった鵜米 i ζ うして各地C例をあげ、比較
~ (もちとめ〉でボタモ?をつ<!J してみると、図白ように十日夜と

きますが「亥白子のボタモチ、築で i 亥の子は東胞に分布しています0
5もいいJといい、棄でつぐったと i 平塚はE五日本の伝双騒に入担、さ
5もいいます。亥の日が11月に3度 i らに亥の子は穏の収型祭と潟将が
5あると麦がとれるといいます@そ i 深〈、これを基盤に中溺の亥月亥
2して、 ζの行事はイノシシが子供 j 臼に鰐を食べる玄猪〈ゲンチョコ
喜をた〈さん窪むことに諮ってする j の行事が伝援し、農民レベルtこ浸

といわれてます。抗、北金目で j透い亥の子が今のように伝承さ
j れているのがわかDます。
; *.お尋ねは博物館 (33-5111)へ

沼愛の子と

は
、
そ
れ
や
暗
躍
官
官
あ
る
と
み

て
、
ケ
y
カ
を
や
め
る
ど
f
芯

か
、
か
え
っ
て
火
に
油
を
注
ぐ
結

果
と
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

子
供
が
親
に
期
待
す
る
震
情
は

極
め
て
基
本
的
な
飲
ま
な
の
で

す
。
韓
白
愛
樽
砂
得
る
た
め
の
競

争
合
厳
匿
と
し
て
い
る
も
の
が
ほ

と
ん
ど
な
の
で
す
。

ζ
れ
は
年
齢

が
接
志
し
て
い
る
ん
見
弟
と
か
、
性

「
九
歳
、
』
繰
り
一
人
の
鍔
の
か
岳
じ
く
す
る
兄
弟
に
現
わ
れ
や

子
の
母
親
刊
す
。
兄
弟
ゲ
ン
カ
が
す
い
の
で
す
。

絶
え
な
い
の
で
す
が
、
親
、
戸
レ
て
と
れ
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、

ど
っ
対
処
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
新
し
と
弟
や
昧
が
誕
生
す
る
前
に

か

」

小

さ

い

兄

や

的

と

し

て

白

期

待

を

親
と
し
て
は
、
子
供
は
す
べ
て
も
た
せ
る
心
産
的
態
備
を
じ
て
お

一
様
に
可
愛
い
い
ら
白
で
す
が
、
〈
必
要
が
あ
る
、
主
一
呂
わ
忘
れ
て
い

親
自
身
が
気
づ
か
な
い
蕨
闘
の
中
ま
す
。
し
か
し
効
薬
的
な
ζ
と
は

に
愛
情
が
片
寄
る
場
合
が
あ
6
ま
生
ま
れ
て
き
た
ヂ
だ
け
に
愛
情
を

す。

:

;

i

j

j

:

片
寄
ら
せ
な
い
♂
交
愛

例
え
ば
、
壊
と
将
来
主
仁
志
議
骨
し
を
分
憶
す
る
一
配
躍
が

の

言

語

期

待

す

静

子

融

必

要

な

の

手

。

章

子

で

あ

る

と

か

男

…

メ

寝

室

見

、

伊

訴

事
患
の
ひ
と
り
だ
二
元
当
枠
内
し
ぐ
生
れ
た
子
へ
母
親

け
の
女
の
子
で
き
と
捻
平
均
点
の
愛
情
事
に
必
妻
子
で

か
、
性
格
的
に
自
分
に
一
子
ヨ
ヱ
フ
品
あ
る
と
話
し
で
も
な
か

合
っ
た
デ
ナ
で
あ
る
と
か
で
、
つ
い
な
か
理
解
℃
ぎ
る
も
白
で
は
あ
D

う
っ
か
り
愛
情
を
片
寄
ら
せ
る
こ
ま
せ
ん
。
だ
と
し
た
ら
で
き
る
だ

と
が
あ
り
孝
之

ζ

う
し
た
場
け
愛
情
伊
勢
し
く
分
配
す
る
配
摺

岳
、
ほ
ん
の
さ
さ
い
な
事
で
兄
弟
が
望
ま
れ
る
わ
け
で
す
。

ゲ
ン
カ
が
起
こ
D
、
ζ

れ
を
仲
裁
手
供
に
は
、
何
現
の
深
〈
て

す
る
母
親
が
、
ど
ち
ら
か
一
方
を
公
平
な
震
情
が
必
要
な
の
で

良
し
と
し
、
地
方
宇
井
と
し
介
布
ナ
。

定
を
予
す
と
、
非
と
害
れ
た
子
供

生きるよろこび
とき 10fl30B(話〉
午撞1時'3C分-4時3C分

ところ 索5完全Zンヂー
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